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各  位 

会 社 名 株 式 会 社 ク ラ ウ ド ワ ー ク ス 

住 所 東 京 都 渋 谷 区 恵 比 寿 

四 丁 目 2 0 番 ３ 号 

代 表 者 名 代表取締役社長 吉 田 浩 一 郎 

（コード番号：3900） 

問い合わせ先 取 締 役 長 佐 々 木 翔 平 

TEL. 03-6450-2926 

 

 

連結子会社からの事業譲受けおよび当該子会社の解散 

ならびに特別損失の計上に関するお知らせ 
 

当社は、平成28年８月10日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社SeALからの事

業の全部を譲り受け、同社が解散および清算することを決議するとともに、平成28年９月期第３四半期

連結累計期間において特別損失を計上いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．事業譲受けおよび解散の理由 

 株式会社SeALは大阪を拠点に、グラフィック制作分野でのクラウドソーシング事業に特化した企業で

あります。平成27年11月の当社連結子会社化以降、グラフィック制作におけるクラウドソーシングのノ

ウハウの獲得、及び、ゲーム業界内での事業基盤の確立に向けて先行投資を続けてまいりましたが、同

社の事業状態や人員等の状況をふまえ、当社と一体とした方が、エンタープライズサービスとのシナジ

ー効果が見込めることも含め、効率的な事業構築及び総合的な企業価値の向上が可能であるとの判断か

ら、同社事業の全部を譲り受け、その後同社を解散および清算することといたしました。 

 

 

２．解散する子会社（株式会社SeAL）の概要 

（１） 名 称 株式会社SeAL 

（２） 所 在 地 大阪府堺市堺区市之町東3-1-10 OSセンタービル8F 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 玉谷修造 

（４） 事 業 内 容 クラウドソーシング事業、グラフィック制作事業 

（５） 資 本 金 7,000千円 

（６） 設 立 年 月 日 2012年10月１日 

（７） 大株主及び持株比率 当社（株式会社クラウドワークス） 100.0% 

（８） 当事会社間の関係 

 資 本 関 係 当該会社株式を100.0%保有しております。 

 人 的 関 係 
当社の取締役及び監査役３名が取締役及び監査役を兼務してお

ります。 

 取 引 関 係 当社から当該会社に資金を貸し付けております。 

 
関連当事者への 

該当状況 
当該会社は当社の連結子会社であります。 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状況 



 

 
 

決算期 平成25年９月期 平成26年９月期 平成27年９月期 

 純 資 産          3,099千円 1,047千円 13,477千円 

 総 資 産    11,159千円 12,157千円 18,388千円 

 1 株 当 た り 純 資 産 22,137.45円 7,479.92円 96,270.84円 

 売 上 高 43,114千円 54,230千円 66,044千円 

 営 業 利 益 △2,901千円 △1,501千円 11,574千円 

 経 常 利 益 △3,304千円 △1,982千円 12,430千円 

 当 期 純 利 益 △3,900千円 △2,052千円 12,430千円 

 １株当たり当期純利益 △27,862.55円 △14,657.53円 88,790.91円 

 １ 株 当 た り 配 当 金 0円 0円 0円 
 

 

 

３．解散の日程 

（１） 平成28年８月10日 取締役会決議 

（２） 平成28年８月10日 事業譲渡契約の締結 

（３） 平成28年８月17日 子会社臨時株主総会にて解散決議（予定） 

（４） 平成28年９月12日 事業譲渡の効力発生日（予定） 

（５） 平成28年11月17日 子会社清算結了（予定） 

 

 

４．業績に与える影響及び特別損失の計上 

（１）連結業績に与える影響 

 上記決定を受け、投資費用の回収が困難であると判断し、当第３四半期連結累計期間において子会社

化の際に発生したのれんの未償却分に係る減損損失 32,798 千円を、特別損失として計上いたしました。 

 

（２）個別業績に与える影響 

 上記決定を受け、当社が同社に融資した貸付金に対し、貸倒引当金繰入額 4,000 千円を特別損失に計

上いたしました。また、当社が保有する、同社株式に係る子会社株式評価損 40,199 千円を特別損失に計

上いたしました。なお、この貸倒引当金繰入額及び子会社株式評価損は個別財務諸表においては特別損

失として計上いたしますが、連結財務諸表上では全額消去されるため、連結業績への影響はありません。 

 

５．今後の見通し 

上記４．の特別損失の計上による連結業績への影響は、本日公表した「業績予想の修正に関するお知

らせ」における平成 28年９月期通期の連結業績予想に織り込んでおります。こちらも併せてご参照くだ

さい。 

なお、清算結了後、当社は連結決算から非連結決算に移行する見込みです。 

 

 

 

以上 


